
八郎湖に流入する総流入全リン負荷量等に対する干拓地の

高濃度リン含有湧出水の負荷割合について

片野

1 はじめに

八郎潟はかつて水而総面積22,024haで、琵

琶湖に次ぐ我国第 2の湖であったが、昭和32

年からの干拓工事によりその約4/5が陸地と

なり、現在では4,564haの水面を残すのみで

八郎湖と呼ばれている。

八郎湖には環境基準A類刑(COD:3mg/.e 

以下）があてはめられているが、昭和53年 7

月に大量のアオコの発生が見られ、大潟橋で

C OD26mg／しを記録している。

このため、八郎湖の富栄養化対策を実施す

るため、限は昭和55年度から「八郎湖水質汚

濁機桃解町調査」を、 60年度から「八郎洲に

おける水質汚濁物質負荷量削減に関する調査

研究」を行って実態の把握に努めてきた。こ

れらの調査を通して、南部排水機場に流人す

る支線排水路の中に、 リン濃度の高い排水路

が存介すること！）、その原囚は、南部排水機場

近くの八郎湖湖岸堤防直下に生ずる湧出水

（以後、高濃度リン含有湧出水と言う）に起

因していることを明らかした凡

現在の八郎湖は、依然としてCODか環境

),t準を越えており、また、窒素、 リンも濃度

が高く、富栄養化状態が続いている。県では

平成2年度に、八郎湖水質保全対策について、

リi・門的、技術的に検討を加える目的で、県内

外の(l}門家からなる「八郎湖技術検，icl委員会」

を設置した。 81111にわたる検討委員全では、

これまでの水質等に関する調査結果をもと

に、八郎湖の水質保全のための具体的な対策

について検n‘Jし、平成3イト度末に最終報出書
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を3)提出した。

その中で、 lこ拓地からの朽濁負荷の削減か

提言されており、高濃度リン含有湧出水につ

いては、八郎湖の富栄養化対策を検討するう

えからも、高濃度リン合有湧出水の湧出機構

等を解明する必要があると述べており、現在、

湧出機構解明のための調査研究を行っている

ところである。

そこで今回、南部排水機場からの全リン負

荷巌及び八郎湖に流入する総流入全リン負荷

最に対する高濃度リン含有湧出水の負荷量に

ついて、筒易的ではあるが、平成 2及び3卯

度の資料をもとに推計を行ったので、その結

果を報告する。

2 推計の方法

(1) 負前量の発生源としては、南・北両排

水機場と、 21個を数える八郎湖流入河川

（図 1)の中から、既にその流量につい

て記載のある叫馬踏川、盟川、井川、馬場

目川、三秤川、鯉川、鹿渡川、鵜川川の

主要8河川、 :;|10カ所を対象として推計

を行った。

河川の日流鼠については、降雨の影響

を考應して、月平均降水量5)を年平均降

水量で除した仙を、，品載されている流閲

（表 1) に乗じて、各月の日流蟄値とし

て用いた。

(2) 南・北両排水機場の日排水量は、報告

されている毎月の1Jl水械（図 2) を各｝j

のII数で除して求めた。なお、‘ド成 3卯
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図1 八郎湖に流人する河川・水路と）廿水取水地点

表 1 主要河川の概況（昭和58年、秋田県） 4)

河扉賃-----」::: 流量（千m'/日） 流域訓積（畑） 流路延長 (m)
ツ~

鵜 JI I JI I 132.0 24.95 13,000 
． 

種 JI I 775.9 146.64 52,196 ・-

鹿 渡 JI I 145.6 27.50 3,300 

鯉 JI I 94.9 17.93 5,500 

馬場目川 1,220.0 229.52 47,518 

井 J,, 253.7 47.89 11,500 

，，慨 J I I 139.7 26.39 13,100 

』Hm] 踏 J l | 224.2 42.38 13,220 

度から北部第2排水機場が稼働したこと

により、例外に比べて北部排水機場の排

水凩：かその分減少した。（図 3) しかし、

北部第 2排水機場からの排水厭及び水質

に閏する脊料が碍られていないことか

ら、北部排水機場の排水蟄は例卯通り由

部排水機場の排水最と同巖として計卵を

おこなった。（図 4)
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図 2 南北両排水機場の排水術の経月変化
（平成 2年度）
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図 3 南北両排水機場の排水州の経月変化
（平成 3年度）
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極めて高くなっている。従ってこの時期

の排水機場の全リン濃度については、南

北枡水磯場に人る用水の高災を予訓し、

その謀度を排水機場の涙度から滅した濃

度を排水機場の負荷に係る全リン濃度と

し、これに耕水塁を乗して排水機場の負

荷雇とした。排水機場に入る用水の平均

濃疫は、用水取水地点の全 1)ン祐）文にそ

れそれの取水比半（毎月ほぼ一定， ~2)

を乗じて算出した。

400 
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図5 用水取水地点の全リン濃度

（昭和57年5~ 9月平均）
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表2 各用水取水地点の取水比率
（昭和57年5~ 9月平均）
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図4 南北IIhj排水槻場の排水尼の経年変化

(3) 各月の負荷量（平均日負荷量）は、毎

月の観測濃度に 11排水斌 (LI点景）を釆

じて求めた。ただし、灌漑期(5~9月）

には、 I拓地周辺に設置されている川水

取水地点から八郎閾の水か十拓地に給水

されるが、取水地点によっては排水機場

からの排水の影’]舟を受け、 リンの饂）文が

地点 歴＄ 地点 IfJ;又ヒフ辞Kg 

Al 0.254 Dl 0.145 

Hl 0.125 C2 0.058 

南 H2 0.086 北 Cl-3 0.074 
l --.,--

部 G2 0.012' 部 Cl-2 0.034 

系 Gl 0.009 系 Cl-1 0.161 

｛非 F2 0.122 排 B3 0.027 

水 Fl 0.130 水 B2 0.356 

区 E2 0.061 区 Bl 0.126 
＇ハ

0.103 | I El A2 0.019 

D2 0.097 

I i | 1.0001 計 1.000 
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(4) 鯉川、鹿渡川、鵜川川の水質測定は年

4回行ったが、水質測定を行っていない

月の負荷輩については、これら 3河川の

負荷量の総和が豊川と井川の負荷量の総

和にほぼ等しいことから、その値を 3河

川の負荷量として代用した。

(5) なお、平成 3年6~10月の馬踏川、豊

川、井川、馬場目川、三種川の日流水量

及び全リン負荷量については、同年に行

われた別途水質調査の結果6)を）廿いた。

3 結果及び考察

上記の方法により推計を行った、八郎湖に

流入する総流入全リン負荷量の経月変化を図

6、7に示す。 5 ~ 9月は灌漑期で、農作業

の開始とともに11五地周辺に設置されている

用水取水地点から取水され、幹線排水路を経

て八郎湖へ排出されることから、八郎湖への

流入負荷量も高くなっている。平成3年度の

6、7月の負荷早が著しく高くなっているが、

これはこの両月の降雨が‘|’＾年に比べて 6月が

206%、7月が200%5)と倍になったことから、

河川流犀の増加か流入負伯凧の増大に帖びつ

いたものである。

また、八郎湖に流入する総仝リン負荷最の

推定1直を表 3に、八郎湖に流人する総令リン

負荷割合を図8、図 9に示す。
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図6 八郎湖に流入する総流入全リン負荷量
の経月変化（平成 2 イ1•度）

八郎湖に流人する総流入全リン負荷量は平

成2年度で約142トン、そのうち南北両排水機場

から排出される鼠が約83じで全体の59％を占

めている。南部排水機場における全リン濃度

を北部排水機場のそれと比較した場合、約3

倍程度南部排水機場の方が高くなってい・る 2)

が、南部排水機場の全リン濃度が北部排水機

場並に低減したと仮定すると、すなわち通常

の農作業等によりリンが排出された場合は北

部排水機場における濃度程度になるものと仮

定して推計すると、総流人全リン負荷量は約

105トンとなり、 36トン約25％の減少になる。

同様にして1'成 3年度についてみれば、総

流入全リン負荷量は約156トン、うち南北両排水

機場から排出される贔は約99トンで全体の約63

％を占めている。南部排水機場の仝リン濃度

を北部排水機場並に低減した場合の総流入全

リン負前量は約114じで、41トン率にして約27%

の減少となる。

南部排水機場においてリン濃度を高くする

要因については、現在のところ湖庁堤防直I;

に湧出するリン濃度の高い湧水が第一義的に

考えられており、これらの要因が何らかの方

法で適切に除去された場合、上記の結果から

現在八郎湖に流入する総リン負荷量の約4分

の1が削減されるものとどえられる。

今後、更に詳細な資料をもとに、よりきめ
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図7 八郎湖に泣入する総流入全リン負荷
鼠の経）l変化（平成3年度）
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表 3 八郎湖に流入する諮全リン負荷凪の柑定値

No. I 水域名 類 測 定 平成2年度計 平成 3年度計
T-P負荷量 T-P負荷量

型 地点名 (kg) I (kg) 

：値9日：］］1 : ：『：川：］：：］ ： ］ 3:  ：： ： 
7 鹿渡川 A 鹿渡川橋 9,738.9 I 6,926.6 
-.. -------. --. ----.. -----. ---. --.. ------・------. -----------------------
8 鵜川川 A 鴻，）ii川橋

-------------------------------------------------------・------------・・・・・・---一一・
9 幹線排水路 北部排水機場 23,932.8 I 28,495.1 
10 |―＂一幹線排水露］ “ー 惰部i」I・バ機場 —·- -59,」20:8 -1 --7o-,0b1□5 

I I I合[「¥ 141,586.4 ¥ 155,693.o 

仮に 南排の T-P濃度＝北排の T-P濃度
----------------------------------------------------------------------------・--------------------------------------------------------------

とすると 南部枡水機場 （印合計） 23,169.0 I 28,835.4 
---- ----- -`  " --―ーー（年谷訂） ―――-- i05,33一且 ―-I---ii]-,467] 

八郎湖に流入する推定負荷量 （年合計） 141,586.4 155,693.0 

--―ー［狐除した場砂予悶流入負費量＿ー（打合計］““--1 -10見笠4.6 l --]]4467.1 -----
差引 36,251.8 I 41,225.9 

削諏率 -25.6% -26.5% 

-90-



馬場目川 (8.6%)

北部機場 (16.9%)

図8 八閲湖に流入する総全リン負荷訓合（平成 2年度）

馬局目JII(20 0%) 

北部機場 (18.3%'

....... 
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:-:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:•:--

図 9 八郎湖に流入する：紅仝リン負祈古1j合（平成 3年）文）

細かい推計を行っていきたいと考えている。

4 まとめ

南部排水機場からの全リン負荷量及び八郎

湖へ流人する総流入仝リン負荷鼠に対する高

濃度リン含有湧出水の負荷計1J合について、簡

易的ではあるか、 1'• 成 2 及び 3 年度の資料を

もとに推計を行った。

1) 八郎湖に流入する総流入全リン負荷斌

は平成 2年度は約140トン、 3年度は約156

-91-

トンと推計され、そのうち南北両排水機場

から流入する鼠は、平成 2、3年度とも、

総流入全リン負荷量の約 6割を占めると

推計された。

2) 1じんに指摘されている、八郎訊）JIIi)l岸堤防

直―卜に湧出し、南合計JI水似J易｛こ1加入する

リン濃度の高い湧出水を何らかの方法で

除よした場合には、 1Hぶ1;ij卜水機場から八

郎湖に流入する全リン負荷量の約6割、

八郎湖に流入する総流入全リン負荷最の



約4分の 1を削減できるものと考えられ

る。
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